
 

 

高齢者の熱中症対策事業の実施について 

 

 近年の猛暑による高齢者熱中症の増加や、高齢になるほど重症化しやすいことなどを

踏まえ、昨年度に引き続き、高齢者を対象とした熱中症対策事業を実施する。 

 

１ 事業概要 

事業の実施については、（１）アを除き、新型コロナウイルス感染症の状況により、 

事業の縮小、中止も含め判断する。 

（１） 啓発グッズ及び啓発チラシの配布 

ひとりぐらし等高齢者登録者及び要支援高齢者に、啓発グッズ（ボトルカバー） 

  及び啓発チラシを配布し、熱中症に対する注意喚起を行う。 

  ア ひとりぐらし等高齢者登録者 

    ひとりぐらし等高齢者本人に個別郵送により配布 

  イ 要支援高齢者 

    地域包括支援センター職員等の個別訪問により配布 

（２） 老人いこいの家（２４か所）及び高齢者センターの談話コーナー等を、高齢者 

が一時的に避難できる場所「涼み処」として活用する。 

ア 各施設の入り口に、のぼり旗「涼み処」を掲出する。 

イ 「涼み処」において、麦茶の提供を行う。 

（３） 経口補水液・補水ゼリーの配布 

地域包括支援センター等で把握している支援が必要な高齢者に対し、水分摂取 

の保健指導を行うとともに、経口補水液・補水ゼリーを配布する。 

（４） その他 

  ア 地域包括支援センターの窓口などで、啓発チラシを配布する。 

  イ 区事業等への参加者に対し、啓発チラシを配布する。 

  ウ 介護事業者連絡会等で、高齢者の熱中症対策を呼びかける。 

 

２ 実施期間 

  令和２年６月１日（月）～９月下旬 

（１） ひとりぐらし等高齢者登録者への郵送 ６月以降 

（２） 「涼み処」の開設 ６月１日（月）～９月３０日（水） 

 

３ 周知方法 

  めぐろ区報（６月２５日号）及びホームページで周知する。 

 

以   上 
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【啓発グッズ】 

ボトルカバー（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【涼み処】 

のぼり旗掲出（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 






